
プログラム紹介

VOICE ×専攻医 

PROGRAM 06

女性外科医が第一線で活躍できる環境
外科（消化器外科・一般外科）  木部  栞 奈

　当院には初期研修からお世話に
なってます。当院の外科に進んだの
は、女性医師が多く、子育てをしな
がらがん手術をこなすなど第一線
で活躍している先生がいたことや、
各診療科の先生方もフランクでコ
ンサルがしやすいなど働きやすい
環境だったからです。外科は緊急
手術など仕事が不規則な部分もあ
りますが、やりがいや充実度はとて
も大きいです。楽しい毎日を過ごし
ています。

臨床だけではなく学術面の研鑽も充実

　当院の外科では、手技力はもちろ
ん、適切な術式を考えたり、誤嚥性
肺炎や尿路感染症など合併症を持
つ高齢患者さんが多いため内科的
管理も勉強できたり、緊急疾患では
麻酔や集中治療、さらに栄養管理な
どジェネラルな能力を獲得すること
ができます。臨床面だけではなく、全
国学会で発表させていただくなど学
術面も研鑽できますし、指導医の先
生方は教育熱心で若手医師も多く、
雰囲気も含め最高の外科研修の場
であると感じています。
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愛知県
名古屋大学（1982年卒）
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座右の銘

名古屋医療センターの特徴

所在地

WEB

〒460-0001
愛知県名古屋市中区三の丸4-1-1
http://www.nnh.go.jp/

国立病院機構

名古屋医療センター

エイズ治療東海ブロック拠点病院およ
び広域災害拠点病院の役割を担って
います。病診連携、高度医療の実現に
力を注ぐとともに、3次救急指定病院と
して急性期医療の強化をめざしており、
毎月600台以上の救急車を積極的に受
け入れています。
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名古屋医療センターの外科専門研
修プログラムについて̶̶
　名古屋医療センターは救急（3
次救急）、がん（地域がん診療連携
拠点病院）、HIV（エイズ治療東海
ブロック拠点病院）を3本柱とし、
豊富な症例数に加え、研究や臨
床試験を行う臨床研究センターが
設置されているなど、高度医療、研
究を経験・実践できることが特徴
です。
　外科としては、がん診療をはじめ
とする高度な専門手術を多く経験
することができ、さらに地域密着型
病院など各連携施設においてさま
ざまな症例を経験することで、多彩

で偏りのないジェネラルなスキルを
確実に習得することができます。
　また、基準とする技能を習得した
専攻医には、サブスペシャルティ領
域の専門医取得に向けた技能教育
を開始する「専門医連動コース」
や、大学院進学希望者には、臨床研
修と平行して研究を開始する「大学
院コース」があり、個々の目標に応
じた研修が可能となっています。

名古屋医療センターの研修環境に
ついて̶̶
　経験できる症例数が豊富なのは
当然として、当院では学会発表や論
文執筆に関する機会も豊富にあり、

どんな場所でも活躍できる
ジェネラルな外科医に
名古屋医療センター 副院長
外科専門研修プログラム統括責任者 竹田 伸

しかも地方学会より全国学会への
参加が多いことが特徴です。カン
ファレンスや抄読会、勉強会も充実
しており、手技力だけではなく、画
像診断力、手術適応判断や安全で
確実な術式がイメージできる能力、
全身管理能力などもしっかり獲得す
ることができ、幅広いステージで活
躍できるジェネラルな外科医へと成
長できる研修環境です。
　また、女性外科医が半数近くを占
めているなど、働きやすい環境であ
ることも大きな特徴でしょう。

初期研修医のみなさんへ̶̶
　外科は、自分の診断やイメージし
た術式などの正否が手術によって
直ぐにフィードバックできるという
特性があり、手術を経験するほど、
手技力だけではなく診断力など幅
広い能力も習得できる診療科です。
また、自分の得意とする領域や手技
を極めていくこともできますし、全身
管理もできる外科医は内科への
キャリアチェンジがしやすいなど、
外科は進路に迷っている方にも最
適な診療科です。
　外科医を目指す方はもちろん、外
科に少しでも興味のある方や進路
に迷っている方も、ぜひ当院の外科
専門研修で幅広い実力を獲得し、
どんな場所でも活躍できるジェネラ
ルな医師を目指してみませんか。
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外科（消化器外科・一般外科）  梅村  卓 磨
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青森県
名古屋大学
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楽しもうという求心
があれば物事は
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